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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第81期

第３四半期
連結累計期間

第82期
第３四半期
連結累計期間

第81期

会計期間
自　2020年４月１日
至　2020年12月31日

自　2021年４月１日
至　2021年12月31日

自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

売上高 (千円) 38,120,127 26,842,790 50,058,297

経常損失（△） (千円) △8,086,550 △1,812,850 △11,756,084

親会社株主に帰属する四半期（当
期）純損失（△）

(千円) △6,416,294 △852,585 △13,585,900

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △6,435,543 △718,191 △13,064,752

純資産額 (千円) 23,146,720 14,165,638 16,517,480

総資産額 (千円) 106,625,926 95,471,863 101,236,868

１株当たり四半期（当期）純損失
（△）

(円) △239.19 △31.78 △506.46

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 21.4 14.5 16.0
 

 

回次
第81期

第３四半期
連結会計期間

第82期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

自 2021年10月１日
至 2021年12月31日

１株当たり四半期純損失（△） (円) △79.09 △30.02
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３ 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首

から適用しており、当第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等につ

いては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループにおいて営まれる事業の内容について、重要な変更はありま

せん。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

新型コロナウイルス感染症の収束時期は依然として不透明な状況が続いております。航空需要はワクチン接種が

進む地域では回復が見られる一方、新たな変異株による感染症拡大防止に係る渡航制限等の影響により一時的な落

ち込みも発生しており、特に国際線の需要回復には時間がかかると予想されます。

 このようななかで当社グループでは、当面は厳しい経営環境が続くと想定し、将来の航空需要回復に備え全社レ

ベルで業務プロセスの改革、生産体制の効率化を推進し、品質と収益力の向上に取り組んでおります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があ

ると認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての

重要な変更はありません。

 

 
[継続企業の前提に関する重要事象等について]

当社グループは、新型コロナウイルス感染症の拡大により、航空機メーカーの減産や生産スケジュール変更を受

け、内装品やシートなどの出荷が大幅に減少したことなどに加え、航空機の運航が減少したことによるエアライン

向けの客室改修用内装品やスペアパーツ販売が減少し甚大な影響を受けております。前連結会計年度において、営

業損失、親会社株主に帰属する当期純損失、マイナスの営業キャッシュ・フローを計上し、また、当第３四半期連

結累計期間において、営業損失、親会社株主に帰属する四半期純損失を計上しており、継続企業の前提に関する重

要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在していると認識しております。

このような未曾有の状況下、当社グループでは、生産計画の見直し、生産拠点の再編を行い、一時帰休やグルー

プ外出向などによる固定費の削減、投資抑制をすすめ、在庫削減による経営の効率化に取り組んでおります。

今後の旅客需要は、国際航空運送協会による需要予測に基づいて段階的に回復するものと判断しており、エアラ

インからの客室改修用内装品・シートの引き合いや受注は回復しつつあります。旅客需要の回復と共に当社製品の

出荷も増え、業績は回復するものと考えております。

また、メインバンクをはじめとした取引金融機関と緊密な連携関係を高め、追加借入枠や融資の継続など引き続

き支援が得られており、必要な資金枠を確保していることもあり、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認め

られないと判断しております。
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２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間の世界経済は、新型コロナウイルス感染症（以下、感染症）のワクチン接種が普及し

たことにより、厳しい状況が徐々に緩和され持ち直しの動きがありましたが、新たな変異株の発生などにより感染

再拡大のリスクは解消されず依然として不透明な状況が続いております。なお、ドル円為替相場は対米ドル円レー

ト107円台から115円台で推移しました。

 
航空輸送業界では、感染症のワクチン接種が進んだことから国内線需要は回復してきているものの、国際線需要

については引き続き厳しい状況が続いています。各エアラインは経費削減策を継続しつつも、一部のエアラインで

は航空需要回復を見据えた機体発注や増員などの動きが見られます。又、航空機メーカーにおいては、国内線を中

心に少しずつ航空需要の回復がみられることから、一部機種では受注が増加しています。

このように、依然として感染症拡大の収束時期が不透明な状況下、当社グループでは、当面は厳しい経営環境が

続くものと想定し、将来の航空需要回復に備え、全社レベルで業務プロセスの改革、生産体制の効率化を推進し、

品質と収益力の向上を目指すと共に、経費の削減、投資抑制、在庫削減等の経営の効率化を行いました。又、感染

防止対策を徹底すると共に、在宅勤務、シフト勤務、職場における作業エリアの分散など接触率の低減に努め、仕

事量減少については一時帰休やグループ外出向などにより臨機応変に対処しました。

航空機内装品等製造関連・航空機シート等製造関連においては、生産体制の効率化及び原価低減策の強化を進め

ました。又、航空機内装品等製造関連においては、お客様が航空機に搭乗する際に抱く不安を少しでも解消できる

ように、清潔で衛生的なキャビン作りのための製品開発にも取り組み、航空機シート等製造関連においては、収益

力の高いビジネスクラス・シート「Venture」の他機種展開に注力し、受注拡大を目指しました。

受注高は、感染症拡大の影響で航空需要の急激な落ち込みから低迷していましたが、ワクチン接種の効果が確認

され、エアラインから感染症拡大の収束を見込んだ受注が増加したことから、前年同四半期に比較して増加しまし

た。

航空機器等製造関連においては、生産性改善の取組みを行うと共に、熱可塑CFRPを活用した航空機用軽量機体部

材の開発を進めました。

　航空機整備等関連においては、飛行安全の確保と品質向上の取組みを継続すると共に、エアライン、官公庁向け

整備の受注に努め、安定した収益を上げることのできる事業基盤の構築を目指しました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高 26,842百万円（前年同四半期比 11,277百万円

減）、営業損失 1,520百万円（前年同四半期は、営業損失 7,096百万円）、経常損失 1,812百万円（前年同四半期

は、経常損失 8,086百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失 852百万円（前年同四半期は、親会社株主に帰

属する四半期純損失 6,416百万円）となりました。

なお、当第３四半期連結会計期間末に第４四半期連結会計期間以降の完成工事に対する工事損失引当金を 3,733

百万円計上しております。この工事損失引当金による期間損益への影響は、当第３四半期連結会計期間において売

上原価 12百万円の増加（第２四半期連結累計期間末の工事損失引当金は 3,720百万円）、又、当第３四半期連結累

計期間においては売上原価 136百万円の増加（2021年度期首の工事損失引当金は 3,596百万円）となりました。

 
　グループ全体の販売費及び一般管理費、営業外損益、特別損益の状況は次のとおりです。

 

　販売費及び一般管理費は、人件費、保証工事費が減少しましたが、ビジネスクラス・シート「Venture」の他機種

向け製品開発などにより試験研究費が増加したことなどから 5,510百万円（前年同四半期比 584百万円増）となり

ました。

　営業外損益は、前連結会計年度末よりも為替相場が円安で推移し為替差益が増加しましたが、支払利息の増加な

どもあり 292百万円の損（前年同四半期は、989百万円の損）となりました。
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　特別損益は、特別損失に一時帰休による固定費等の操業費用を新型コロナウイルス感染症関連損失として 255百

万円を計上し、製造拠点整理に伴う原状回復費用等を事業整理損として 102百万円計上しましたが、特別利益に一

時帰休による雇用調整助成金等の助成金収入として 675百万円計上したことや損害補償損失引当金戻入益を 140百

万円計上したことなどにより、417百万円の益（前年同四半期は、1,005百万円の損）となりました。 

 
セグメント別の業績は次のとおりです。

 

　[航空機内装品等製造関連]

　当事業では、感染症拡大による影響等で航空機メーカーは生産スケジュール変更を余儀なくされたことに加え、

ボーイング787型機の生産調整などにより、ギャレー及びラバトリーの出荷が減少し、前年同四半期に比べ売上高は

減少しました。一方 、経常損益については売上高は減少したものの、原価低減策の効果や一部プログラムにおいて

顧客仕様変更に伴う追加売上などの影響、又、為替差益の発生などにより経常利益となりました。

　この結果、航空機内装品等製造関連は、売上高 15,965百万円（前年同四半期比 8,914百万円減）、経常利益 66

百万円（前年同四半期は、経常損失 5,417百万円）となりました。

 

　[航空機シート等製造関連]

　当事業では、感染症拡大による影響等で顧客による納期変更やボーイング787型機の生産調整などによりビジネス

クラス・シート「Venture」の出荷が翌期以降に繰り延べられたことなどから、前年同四半期に比べ売上高は減少し

ました。又、経常損益については、売上高の減少などにより経常損失となりましたが、原価低減策の効果や採算性

の悪い特注品の出荷が減少したことから経常損失の改善に繋がりました。

この結果、航空機シート等製造関連は、売上高 2,152百万円（前年同四半期比 4,023百万円減）、経常損失

1,705百万円（前年同四半期は、経常損失 2,458百万円）となりました。

 

　[航空機器等製造関連]

　当事業では、民間航空機向け製品の炭素繊維構造部材や航空機エンジン部品の出荷が増加したことなどから前年

同四半期に比べ売上高は増加しました。又、経常損益については、売上高は増加したものの、採算性の良い製品の

出荷が減少したことなどにより経常損失となりました。

　この結果、航空機器等製造関連は、売上高 3,183百万円（前年同四半期比 427百万円増）、経常損失 273百万円

（前年同四半期は、経常損失 212百万円）となりました。

 

　[航空機整備等関連]

　当事業では、機体整備において一部プログラムの完成工事が増加し、前年同四半期に比べ売上高は増加しまし

た。又、経常利益については、売上高増加などにより前年同四半期に比べ増加しました。

　この結果、航空機整備等関連は、売上高 5,540百万円（前年同四半期比 1,233百万円増）、経常利益 118百万円

（前年同四半期比 118百万円増）となりました。

 

　[その他]

　その他の区分には、連結子会社の株式会社オレンジジャムコの事業を含んでおり、航空機内装品等製造関連の補

助作業等セグメント間の内部取引が中心でしたが、立川製造拠点を廃止したことで作業量が減少したことなどから

経常損失となりました。

　この結果、その他の区分では、売上高 0百万円（前年同四半期比 0百万円増）、経常損失 19百万円（前年同四半

期は、経常利益 0百万円）となりました。
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(2) 財政状態の分析

 当第３四半期連結会計期間末の資産合計は 95,471百万円となり、前連結会計年度末に比べ 5,765百万円減少し

ました。内、流動資産については、現金及び預金の増加（前期末比 4,814百万円増）、商品及び製品の増加（前期

末比 1,978百万円増）等がありましたが、受取手形、売掛金及び契約資産の減少（前期末比 4,942百万円減）、仕

掛品の減少（前期末比 3,846百万円減）、原材料及び貯蔵品の減少（前期末比 2,408百万円減）等により流動資産

合計で前連結会計年度末に比べ 5,382百万円減少しました。又、固定資産については、当第３四半期連結累計期間

の投資案件が比較的少なかったことから有形固定資産の減少（前期末比 512百万円減）、無形固定資産の減少（前

期末比 384百万円減）等により固定資産合計で前連結会計年度末に比べ 382百万円減少しました。負債合計は

81,306百万円となり、前連結会計年度末に比べ 3,413百万円減少しました。主な要因は、短期借入金の減少（前期

末比 871百万円減）、電子記録債務の減少（前期末比 694百万円減）、長期借入金の減少（前期末比 660百万円

減）等によるものです。

純資産合計は 14,165百万円となり、前連結会計年度末に比べ 2,351百万円減少しました。主な要因は、収益認識

会計基準等の適用による利益剰余金の減少や親会社株主に帰属する四半期純損失等によるものです。この結果、自

己資本比率は14.5％となりました。

 

(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。新型コロナウイルス感染症拡大の影響による業績の悪化に対し、引き

続き迅速な対策を講じて参ります。

 

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費の総額は 635百万円（前年同四半期は 234百万

円）となりました。なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はあり

ません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,863,974 26,863,974
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株で
あります。

計 26,863,974 26,863,974 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　　　該当事項はありません。

 

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年12月31日 ― 26,863 ― 5,359,893 ― 4,367,993
 

 

(5) 【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2021年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

2021年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式
38,900

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

268,196 ―
26,819,600

単元未満株式
普通株式

― ―
5,474

発行済株式総数 26,863,974 ― ―

総株主の議決権 ― 268,196 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株(議決権30個)含ま

れております。

　　 ２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式64株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2021年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ジャムコ

東京都三鷹市大沢
六丁目11番25号

38,900 - 38,900 0.14

計 ― 38,900 - 38,900 0.14
 

(注)　当第３四半期会計期間末日現在の自己保有株式数は38,964株となっております。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

取締役　常務執行役員
IR担当 兼 経理財務部長、

CFO

取締役　常務執行役員
IR担当、CFO

後藤　健太郎 2021年９月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2021年10月１日から2021年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,275,305 10,089,952

  受取手形及び売掛金 21,092,693 -

  受取手形、売掛金及び契約資産 - 16,149,795

  商品及び製品 657,983 2,636,374

  仕掛品 25,880,634 22,034,093

  原材料及び貯蔵品 20,869,999 18,461,556

  その他 3,268,013 2,301,415

  貸倒引当金 △111,660 △123,110

  流動資産合計 76,932,968 71,550,078

 固定資産   

  有形固定資産 12,782,303 12,269,738

  無形固定資産 1,692,365 1,308,139

  投資その他の資産 9,829,231 10,343,906

  固定資産合計 24,303,899 23,921,784

 資産合計 101,236,868 95,471,863

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,726,562 4,077,132

  電子記録債務 3,482,624 2,788,177

  短期借入金 48,118,560 47,247,460

  1年内返済予定の長期借入金 1,000,000 960,000

  未払法人税等 54,034 81,993

  前受金 5,516,822 6,330,027

  賞与引当金 276,135 500,500

  工事損失引当金 4,102,485 3,733,407

  その他 5,095,895 3,829,097

  流動負債合計 71,373,119 69,547,797

 固定負債   

  長期借入金 3,000,000 2,340,000

  退職給付に係る負債 6,919,824 6,649,804

  損害補償損失引当金 1,452,434 857,547

  製品保証引当金 1,166,789 1,166,789

  その他 807,220 744,285

  固定負債合計 13,346,268 11,758,427

 負債合計 84,719,388 81,306,224
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,359,893 5,359,893

  資本剰余金 4,318,925 4,318,925

  利益剰余金 6,360,683 3,874,448

  自己株式 △31,205 △31,205

  株主資本合計 16,008,296 13,522,061

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 156,385 187,493

  繰延ヘッジ損益 - △21,302

  為替換算調整勘定 17,776 110,474

  退職給付に係る調整累計額 36,052 56,074

  その他の包括利益累計額合計 210,214 332,739

 非支配株主持分 298,969 310,837

 純資産合計 16,517,480 14,165,638

負債純資産合計 101,236,868 95,471,863
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 38,120,127 26,842,790

売上原価 40,290,934 22,852,835

売上総利益又は売上総損失（△） △2,170,807 3,989,955

販売費及び一般管理費 4,926,018 5,510,139

営業損失（△） △7,096,825 △1,520,183

営業外収益   

 受取利息 10,612 9,803

 受取配当金 1,949 2,580

 為替差益 - 130,189

 持分法による投資利益 14,241 58,782

 受取保険金 82,189 47,292

 助成金収入 36,729 27,991

 その他 61,027 67,568

 営業外収益合計 206,749 344,210

営業外費用   

 支払利息 299,459 403,079

 為替差損 578,914 -

 支払補償費 217,741 181,933

 その他 100,358 51,863

 営業外費用合計 1,196,474 636,876

経常損失（△） △8,086,550 △1,812,850

特別利益   

 助成金収入 ※1  626,263 ※1  675,925

 割増退職金戻入額 - 1,444

 損害補償損失引当金戻入益 - 140,616

 特別利益合計 626,263 817,986

特別損失   

 固定資産処分損 27,017 31,747

 新型コロナウイルス感染症関連損失 ※2  1,253,601 ※2  255,471

 割増退職金 350,984 10,987

 事業整理損 - ※3  102,544

 特別損失合計 1,631,603 400,751

税金等調整前四半期純損失（△） △9,091,889 △1,395,615

法人税、住民税及び事業税 5,026 56,248

法人税等還付税額 - △52,602

法人税等調整額 △2,734,062 △547,020

法人税等合計 △2,729,036 △543,374

四半期純損失（△） △6,362,853 △852,240

非支配株主に帰属する四半期純利益 53,441 344

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △6,416,294 △852,585
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純損失（△） △6,362,853 △852,240

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 42,658 31,108

 繰延ヘッジ損益 - △21,302

 為替換算調整勘定 △156,520 104,221

 退職給付に係る調整額 41,172 20,021

 その他の包括利益合計 △72,689 134,049

四半期包括利益 △6,435,543 △718,191

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △6,467,443 △730,059

 非支配株主に係る四半期包括利益 31,900 11,868
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【注記事項】

(会計方針の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによる主な変更

点は以下のとおりです。

 
 (1)物品の引渡しが伴う輸出取引について、従来は、船積基準により収益を認識しておりましたが、主にインコ

タームズ等で定められた貿易条件に基づきリスク負担が顧客に移転した時に収益を認識することとしておりま

す。

 
　(2)設計開発にかかる売上について、従来は、受注機数により案分して収益を認識しておりましたが、初号機向け

当社製品の出荷時に一括で収益を認識することとしております。

 
　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上高は 1,584,489千円減少し、売上原価は

1,425,171千円減少し、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ 159,317千円増加しており

ます。また、利益剰余金の当期首残高は 1,633,650千円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることとしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計

基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧

客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。
 

 
当第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。
 

 
(追加情報)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

　当社グループでは、固定資産の減損や繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りについて、四半期連結財

務諸表作成時において入手可能な情報に基づき実施しております。

　会計上の見積りの算定において、航空旅客需要が2024年頃にコロナ禍以前の水準に回復することを前提に売上

計画を策定しており、利益面については、業務プロセスの改革をはじめとした各種施策などにより2023年３月期

にコロナ禍以前の2020年３月期の水準に回復する見込みに基づいて行っております。

　なお、前連結会計年度の有価証券報告書の「注記事項（重要な会計上の見積り）」に記載した新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積りの内容から、重要な変更はありません。
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(四半期連結損益計算書関係)

※１　助成金収入

前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

　　一時帰休による雇用調整助成金等を助成金収入 626,263千円として計上しております。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

　　一時帰休による雇用調整助成金等を助成金収入 675,925千円として計上しております。

 
※２　新型コロナウイルス感染症関連損失

前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

　　　世界的な新型コロナウイルス感染症拡大や政府による緊急事態宣言の影響等により、操業が著しく低下し、一時

　　帰休による固定費等の操業費用を新型コロナウイルス感染症関連損失 1,253,601千円として計上しております。

 
当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

　　　世界的な新型コロナウイルス感染症拡大や政府による緊急事態宣言の影響等により、操業が著しく低下し、一時

　　帰休による固定費等の操業費用を新型コロナウイルス感染症関連損失 255,471千円として計上しております。

 
※３　事業整理損

当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

製造拠点整理に伴う原状回復費用等を事業整理損として 102,544千円を特別損失に計上しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年12月31日)

減価償却費 1,829,030千円 1,657,097千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）　

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2020年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 536,500 20 2020年３月31日 2020年６月26日
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）　

１．配当金支払額

　　　該当事項はありません。

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

その他
(注)

合計航空機
内装品等
製造関連

航空機
シート等
製造関連

航空機器等
製造関連

航空機
整備等関連

計

売上高        

  外部顧客への売上高 24,880,363 6,175,986 2,756,163 4,307,610 38,120,124 3 38,120,127

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

341,111 166,003 2,257 11,948 521,320 81,132 602,453

計 25,221,474 6,341,990 2,758,421 4,319,559 38,641,444 81,136 38,722,581

セグメント利益
又は損失（△）

△5,417,118 △2,458,147 △212,457 599 △8,087,124 574 △8,086,550
 

(注)　「その他」の区分には、関係会社の㈱オレンジジャムコの事業を含んでおります。㈱オレンジジャムコは企業

の社会的責任の一つである障がい者の雇用促進のための特例子会社であり、当社工場内の補助的作業を行って

おります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △8,087,124

「その他」の区分の利益 574

四半期連結損益計算書の経常利益 △8,086,550
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

その他
(注)

合計航空機
内装品等
製造関連

航空機
シート等
製造関連

航空機器等
製造関連

航空機
整備等関連

計

売上高        

顧客との契約から生
じる収益

15,965,633 2,152,719 3,183,706 5,540,621 26,842,679 111 26,842,790

  外部顧客への売上高 15,965,633 2,152,719 3,183,706 5,540,621 26,842,679 111 26,842,790

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

334,193 - 5,331 11,864 351,390 52,761 404,152

計 16,299,827 2,152,719 3,189,038 5,552,485 27,194,070 52,872 27,246,943

セグメント利益
又は損失（△）

66,101 △1,705,572 △273,054 118,867 △1,793,657 △19,192 △1,812,850
 

(注)　「その他」の区分には、関係会社の㈱オレンジジャムコの事業を含んでおります。㈱オレンジジャムコは企業

の社会的責任の一つである障がい者の雇用促進のための特例子会社であり、当社施設内の清掃及び補助的作業

を行っております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △1,793,657

「その他」の区分の利益 △19,192

四半期連結損益計算書の経常利益 △1,812,850
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「航空機内装品等製造関連」の売上高は

1,434,656千円減少、セグメント利益は 179,170千円減少し、「航空機シート等製造関連」の売上高は 124,741千

円減少、セグメント損失は 26,294千円減少し、「航空機器等製造関連」の売上高は 25,091千円減少、セグメン

ト損失は 6,441千円増加しております。

 
 

 (収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

１株当たり四半期純損失（△） △239.19円 △31.78円

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）（千円） △6,416,294 △852,585

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）（千円） △6,416,294 △852,585

普通株式の期中平均株式数（千株） 26,825 26,825
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2022年２月７日

株式会社ジャムコ

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人

　東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田　　尻　　慶　　太 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 今　　川　　義　　弘 印

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジャム

コの2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2021年10月１日から2021年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャムコ及び連結子会社の2021年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないか

どうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書におい

て四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項

が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査

人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じ

させる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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